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第
四
十
七
条
の
五

第
四
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
特
例
交
付
金
等
の
地
方
財
政
の
特
別
措
置
に

関
す
る
法
律
第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
平
成
三
十
二
年
度
分
の
地
方
交
付
税
に
係
る
附
則
第
三
十
七
条
の
二
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
交
付
税
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
基
準
財
政
収
入
額
の
算
定
か
ら
適
用
し
、
平
成

三
十
一
年
度
分
ま
で
の
地
方
交
付
税
に
係
る
附
則
第
三
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
交
付
税
法
第

十
四
条
の
規
定
に
よ
る
基
準
財
政
収
入
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
地
方
税
法
第
十
七
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
十
条
の
五
の
二
第
二
項
中
「
認
め
る
と
き
」
の
下
に「（
当
該
通
知
が
第
五
十
三
条
第
四
十
六
項
、
第
七
十

二
条
の
三
十
二
第
一
項
、
第
七
十
二
条
の
八
十
九
の
二
第
一
項
又
は
第
三
百
二
十
一
条
の
八
第
四
十
二
項
の
申
告

で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
五
十
三
条
第
六
十
項
、
第
七
十
二
条
の
三
十
二
の
二
第
十
一
項
、
第
七
十
二
条

の
八
十
九
の
三
第
十
一
項
又
は
第
三
百
二
十
一
条
の
八
第
五
十
六
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
申
告
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
る
と
き
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
四
条
の
う
ち
、
地
方
税
法
第
五
十
三
条
第
四
十
六
項
を
同
条
第
五
十
項
と
す
る
改
正
規
定
中「
同
条
第
五
十
項
」

を
「
同
条
第
六
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
五
項
の
次
に
四
項
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
次
の
四
項
」
を
「
次

の
十
七
項
」
に
改
め
、
同
改
正
規
定
（
同
条
第
四
十
六
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）中
「
こ
の
項
か
ら
第
四
十
八
項
ま

で
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
、「
と
さ
れ
て
い
る
事
項
（
第
四
十
八
項
」
の
下
に
「
及
び
第
四
十
九
項
」
を
、「
記
載
さ

れ
て
い
る
事
項
（
」
の
下
に
「
以
下
こ
の
項
及
び
」
を
加
え
、「
第
七
百
六
十
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
地
方
税
関
係

手
続
用
電
子
情
報
処
理
組
織
」
を
「
地
方
税
関
係
手
続
用
電
子
情
報
処
理
組
織
（
第
七
百
六
十
二
条
第
一
号
に
規
定

す
る
地
方
税
関
係
手
続
用
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」に
改
め
、「
第
四
十
九
項
」

の
下
に
「
及
び
第
六
十
一
項
」
を
加
え
、「
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
」
を
削
り
、「
な
ら
な
い
」
を
「
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
当
該
申
告
の
う
ち
添
付
書
類
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
添
付
書
類
記
載
事
項
を
記
録
し
た
光
デ
ィ

ス
ク
、
磁
気
テ
ー
プ
そ
の
他
の
総
務
省
令
で
定
め
る
記
録
用
の
媒
体
を
道
府
県
知
事
に
提
出
す
る
方
法
に
よ
り
、
行

う
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
改
正
規
定
（
同
条
第
四
十
九
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）中
「
第
四
十
六
項
」を「
第

四
十
六
項
本
文
」
に
改
め
、「
申
告
は
、」の
下
に
「
申
告
書
記
載
事
項
が
」
を
加
え
、
同
改
正
規
定
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

50

第
四
十
六
項
の
内
国
法
人
が
、
電
気
通
信
回
線
の
故
障
、
災
害
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
地
方
税
関
係
手
続
用

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、
同
項
の
規
定
を
適
用

し
な
い
で
納
税
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し

な
い
で
納
税
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
道
府
県
知
事
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
道
府
県
知
事

が
指
定
す
る
期
間
内
に
行
う
同
項
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
同
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
法

人
税
法
第
七
十
五
条
の
四
第
二
項
（
同
法
第
八
十
一
条
の
二
十
四
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
同
法
第
七
十
五
条
の
四
第
二
項
の
申
請
書
を
同
項
に
規
定

す
る
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
た
第
四
十
六
項
の
内
国
法
人
が
、
同
条
第
一
項
若
し
く
は
同
法
第
八

十
一
条
の
二
十
四
の
三
第
一
項
の
承
認
を
受
け
、
又
は
同
法
第
七
十
五
条
の
四
第
三
項
（
同
法
第
八
十
一
条
の

二
十
四
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
五
十
九
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
却
下
の
処
分
を
受

け
て
い
な
い
旨
を
記
載
し
た
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
、
納
税
申
告
書
の
提
出
期
限
の
前
日
ま
で
に
、
又
は

納
税
申
告
書
に
添
付
し
て
当
該
提
出
期
限
ま
で
に
、
道
府
県
知
事
に
提
出
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
税
務
署
長

が
同
法
第
七
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
期
間
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
期
間
と

し
て
当
該
指
定
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。）又
は
同
法
第
八
十
一
条
の
二
十
四
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
期
間
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
五
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
当
該
期
間
と
し
て
当
該
指
定
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。）内
に
行
う
第
四
十
六
項
の
申

告
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

56

道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
処
分
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
処
分
に
係
る
内
国
法
人
に
対
し
、
書
面
に
よ
り
そ
の

旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

57

第
五
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
内
国
法
人
は
、
第
四
十
六
項
の
申
告
に
つ
き
第
五
十
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
を
や
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
届

出
書
を
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

58

第
五
十
項
前
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
内
国
法
人
に
つ
き
、
第
五
十
五
項
の
処
分
又
は
前
項
の
届
出

書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
処
分
又
は
届
出
書
の
提
出
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
以
後
の
第
五
十
項
前

段
の
期
間
内
に
行
う
第
四
十
六
項
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
項
前
段
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。た
だ
し
、

当
該
内
国
法
人
が
、
同
日
以
後
新
た
に
同
項
前
段
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

59

第
五
十
項
後
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
内
国
法
人
に
つ
き
、
第
五
十
七
項
の
届
出
書
の
提
出
又
は
法

人
税
法
第
七
十
五
条
の
四
第
三
項
若
し
く
は
第
六
項
（
同
法
第
八
十
一
条
の
二
十
四
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
処
分
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
届
出
書
の
提
出
又
は
処
分
が
あ
つ
た
日
の
翌
日

以
後
の
第
五
十
項
後
段
の
期
間
内
に
行
う
第
四
十
六
項
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
項
後
段
の
規
定
は
、
適

用
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
内
国
法
人
が
、
同
日
以
後
新
た
に
同
項
後
段
の
書
類
を
提
出
し
た
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

60

総
務
大
臣
は
、
第
七
百
九
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
地
方
税
関
係
手
続
用

電
子
情
報
処
理
組
織
の
故
障
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
第
四
十
六
項
の
内
国
法
人
で
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
項

の
申
告
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
が
多
数
に
上
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用

し
な
い
で
納
税
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

61

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
告
示
す
る
と
と
も
に
、
道

府
県
知
事
及
び
機
構
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

62

前
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
が
あ
つ
た
と
き
は
、
第
五
十
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
務
大
臣
が
第
六
十
項

の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
期
間
内
に
行
う
第
四
十
六
項
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
同
項
か
ら
第
四
十
九
項
ま
で
の

規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

51

前
項
前
段
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
内
国
法
人
は
、
同
項
前
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と

な
つ
た
事
情
、
同
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
に
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
て
、
当
該
期
間
の
開
始
の
日
の
十
五
日
前
ま
で
（
同

項
に
規
定
す
る
理
由
が
生
じ
た
日
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
（
法
人
税
法
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
法
人
税
に
係
る
申
告
書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
法
人
が
、
当
該
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
提
出
す

べ
き
も
の
に
限
る
。）又
は
第
四
項
、
第
十
九
項
若
し
く
は
第
二
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
期
限
の

十
五
日
前
の
日
以
後
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
提
出
期
限
が
当
該
期
間
内
の
日
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
開

始
の
日
ま
で
）
に
、
こ
れ
を
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

52

道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
に
係
る
同
項
の
事
情
が
相

当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
申
請
を
却
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

53

道
府
県
知
事
は
、
第
五
十
一
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
に
つ
き
第
五
十
項

前
段
の
承
認
又
は
前
項
の
却
下
の
処
分
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
申
請
を
し
た
内
国
法
人
に
対
し
、
書
面
に
よ
り

そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

54

第
五
十
一
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
書
に
記
載
し
た
第
五
十
項
前
段
の
規

定
に
よ
る
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
の
開
始
の
日
ま
で
に
同
項
前
段
の
承
認
又
は
第
五
十
二
項
の
却
下
の

処
分
が
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
日
に
お
い
て
そ
の
承
認
が
あ
つ
た
も
の
と
、
当
該
期
間
を
第
五
十
項
前
段
の

期
間
と
し
て
同
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
つ
た
も
の
と
、
そ
れ
ぞ
れ
み
な
す
。

55

道
府
県
知
事
は
、
第
五
十
項
前
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
内
国
法
人
に
つ
き
、
地
方
税
関
係
手
続
用

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
場
合
に
は
、
同
項
前
段
の
承
認
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
の
う
ち
、
地
方
税
法
第
七
十
二
条
の
三
十
三
を
同
法
第
七
十
二
条
の
三
十
一
と
し
、
同
条
の
次
に
一
条
を

加
え
る
改
正
規
定
中
「
一
条
」
を
「
二
条
」
に
改
め
、
同
改
正
規
定
（
同
法
第
七
十
二
条
の
三
十
二
第
一
項
に
係
る

部
分
に
限
る
。）中
「
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
こ
の
条
及
び
次
条
」
に
改
め
、「
と
さ
れ
て
い
る
事
項
（
第
三

項
」
の
下
に
「
及
び
第
四
項
」
を
、「
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
（
」
の
下
に
「
以
下
こ
の
項
及
び
」
を
加
え
、「
第
七
百

六
十
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
地
方
税
関
係
手
続
用
電
子
情
報
処
理
組
織
」
を
「
地
方
税
関
係
手
続
用
電
子
情
報
処

理
組
織
（
第
七
百
六
十
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
地
方
税
関
係
手
続
用
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
次
条
に
お
い




		2019-03-29T18:10:47+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




